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指標
地域枠医師キャリア
形成支援検討委員会
～地域枠制度の安定的な運営に向けて～

副会長

小熊 豊

ことは難しく、危機的状況が依然として続いたまま

になっている。

こうした状況のなか、現在最も医師不足の解決策

として期待を集めているのは、地域枠医師の問題で

はないかと思われる。しかし、地域枠医師が道内に

定着し、道内での医療活動を継続するためには、解

決すべき課題も少なくない。なかでも新たな専門医

制度の発足を控え、地域医療ビジョンの策定や医療

機関の再編等が行われようとしている現状にあっ

て、医師としての自身の専門性やキャリアアップの

問題と、地域医療への貢献問題をいかに整合性を

保って行うかは、地域枠制度を安定的に推進するた

めの重要な課題と言える。

道と市長会、町村会、ならびに３大学、道医師会、

関係病院団体は、地域枠医師、特に道から北海道医

師養成確保修学資金等貸付金（奨学金）を貸与され

た地域枠医師に対して、こうした問題を適切に対処

することを目的として、医対協医師養成検討分科会

のなかに「地域枠医師キャリア形成支援検討委員会」

を新たに設け、諸問題の解決に向け鋭意協議を行っ

ている。本稿では、この委員会活動の一端について

報告し、皆様から貴重なご意見をお寄せいただけれ

ばと思う。

２．道内の医学部卒業生の動向と地域枠について

道内の３大学のうち地域枠を設けているのは札医

大と旭医大の２校であり、北大は入学定員が112名で

あるが地域枠は設けていない。卒業後一定期間の道

内勤務を条件としているのは、札医大が北海道医療

枠35名、特別推薦枠15名の計50名（他に勤務条件な

しの一般推薦枠が20名）、旭医大が第２年次後期編入

枠５名、AO北海道特別推薦枠40名、道北・道東特

別推薦枠10名の計55名である（表１）。道ではこれら

１．はじめに

平成16年から現行の医師臨床研修制度が始まり、

大学医局制度による医師派遣システムが機能不全に

陥り、道内各地で医師不足と地域医療の崩壊が招来

される事態になった。臨床研修制度の功罪をここで

論ずるつもりはないが、北海道では医療対策協議会

（医対協）の中に３分科会（地域医師派遣（紹介）

連絡調整分科会、地域医療を担う医師養成検討分科

会、自治体病院等広域化検討分科会）を設置し、種々

の施策を検討するとともに、道独自の予算、あるい

は３度の地域医療再生基金を活用して、医師の養成、

派遣事業等に取り組んできた。しかし、医師の養成

数は数年前から漸く増加に転じたばかりで、国によ

る法的、政策的環境整備が進まず、都会での専門医

志向の強い現状では、地域の深刻な窮状を打破する

表１ 札幌医科大学及び旭川医科大学の年度別定員内訳

Ｈ25Ｈ24Ｈ23Ｈ22Ｈ21Ｈ20札医大 入試区分／年度

407575757575一般枠
一 般

35―――――北海道医療枠＊1

202020202020一般
推 薦

151515151510特別＊2

110110110110110105合 計

※・入試区分中「＊1」は、卒後２年間の臨床研修後、卒後必須プログラム（７年間）への従事することを条件としている
・入試区分中「＊2」は、卒後、一定期間北海道の地域医療に従事することを条件としている。

Ｈ25Ｈ24Ｈ23Ｈ22Ｈ21Ｈ20旭医大 入試区分／年度

404040404020一般（前期）

一 般 222222221740一般（後期）

101010101010第２年次後期編入＊3

404040403520AO（道特別推薦）＊3
推 薦

101010101010推薦（道北・道東特別推薦）＊3

122122122122112100合 計

※・入試区分中「＊3」は、大学が指定する道内の研修指定病院で卒後臨床研修を受けることを条件としている
・第２年次後期編入は、10人中５人が北海道地域枠

（単位：人）
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かって道内の医学部の定員は一時期300名程度ま

で減少し、今の30代、40代の医師不足の原因となっ

たが、現在は344名まで回復している（医師国家試験

合格率は90％前後と低下）。平成23年から平成26年

にかけては、卒業生のうち毎年70～90名が道外へ流

出し、初期臨床研修を終え後期研修に移行する際に

も20～40名が道外へ転出している。こうした現状を

打開する目的で、札医大と旭医大は地域枠を積極的

に導入した訳であるが、道外流出への流れを食い止

めるためには、道内３大学、市中臨床研修病院での

研修体制の充実が極めて重要である。統計的には地

の地域枠医学生のうち札医大15名、旭医大17名の計

32名の医学生に、平成20年度から奨学金を貸与して

いる。その金額は６年間でおよそ1,200万円になり、

卒後９年間の道内研修、地域勤務により返還免除と

なる北海道医師養成確保修学金等貸付条例（規定）

を定めた（表２）。本年４月には札医大で奨学金貸与

者７名が卒業し、現在道内で初期臨床研修に励んで

いる。今後順調に推移すると、平成30年には57名、

平成33年には102名、平成38年以降には160名が知事

の指定する地域の医療機関に勤務する予定となって

いる（表３）。

表２ 地域枠卒業医師の人事配置等の考え方について

地域枠卒業医師
区 分

公衆衛生等指向臨床医指向

・制限しない・制限しない入 局

・制限しない
・専門医を指向する場合にあっても、地域から医
師派遣の要請が多い診療科を選択するよう働
きかけを行う

義務年限中の従事診療科

・道内の臨床研修病院
の中から選択

・道内の臨床研修病院の中から選択初期臨床研修１～２年目

・道立保健所、市町村
保健センター等の職
員として配置

・知事が指定する道内の公的医療機関のうち、常
勤医師が複数体制の医療機関に加え、札幌市、
旭川市を除く市町村に所在する臨床研修病院
またはこれに準ずる病院に配置【27施設】

へき地医療研修３年目

・知事が指定する道内の公的医療機関のうち、常
勤医師が複数体制の医療機関に配置【167施設】前期へき地医療活動４～５年目

・道内の臨床研修病院の中から選択卒後再研修６～７年目

・知事が指定する道内の公的医療機関に配置
【167施設】後期へき地医療活動８～９年目

・道立保健所、市町村
保健センター等と調
整の上、道が決定

・道が、当該医師及び大学医局と協議し、知事が指
定する道内の公的医療機関等と調整の上、決定大学医局入局者配置先の

決定方法
（１～９年目） ・道が、当該医師と協議し、知事が指定する道内

の公的医療機関等と調整の上、決定その他

表３ 地域枠医師の勤務シミュレーション

4241403938373635343332313029282726252423222120年度

--77777777777778820

--2222222222222222222221

--282828282828282828282922

--313131313131313131313223

--3232323232323232323224

--3232323232323232323225

--3232323232323232323226

-3232323232323232323227

3232323232323232323228

32323232323232323229

1921921921921921921921921921921921921921921911871771521209058308貸付

646464646464646464646464635950297初期研修

160160160160160159155146125102918157297地域勤務

64646464646464635950297後期研修
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域枠卒業生は、一般枠卒業生に比べ地域定着率は高

く９割前後になると言われるが、地域枠医学生が大

量に卒業した際の受け皿となる魅力ある病院、キャ

リア形成のシステムが、大学を含め全道的レベルで

展開される必要がある。

平成23年に道が施行した研修医へのアンケートで

は、卒業生の６％がへき地勤務を希望しており、70％

の者は条件が合えば地域勤務も可能と答えている。

挙げられた条件は、期間限定、交代医師の確保、他

院との連携・ネットワーク、給与や居住環境、充実

したプログラム、施設整備等であり、今後の地域で

の医療体制の確保、構築に考慮すべき内容になって

いる。

３．地域枠医師キャリア形成支援検討委員会の設立

目的と検討項目

本来地域枠の目的は、道内での医師の就業を促進

することであり、医師が不足する地域への配置や、

地域への定着を図ることは、当然重要な目標となっ

ている。地域の小規模な病院では、総合診療医のよ

うな人材を求めていることは理解できるが、地域枠

出身の医師だからといってすべてが総合診療医にな

るわけではなく、さまざまな専門診療科を目指す者

がいて当然と思われる。逆に、そうしたさまざまな

希望を持つ医師の集団から地域枠は構成されると考

えるべきで、道が当初定めた表２の規定はこれらに

適合するのか、地域枠の安定的運営に合致するのか、

疑問を感じるところも少なくない。

９割以上の医師が専門医取得を目指すと言われて

おり、新たな専門医制度では、後期研修終了までの

５年から数年以内に19基本領域の専門医資格を取得

し、その後２階建て部分のサブスペシャルティ部門

を目指すとされている。そのようななかで、卒後４、

５、８、９年目を、大変失礼な言い方で恐縮である

が、診療科が限られ、指導体制、専門医研修プログ

ラム体制に不安を抱える200床以下の167の公的病院

で配慮・工夫なく過ごすことは、地域枠医師にとっ

てキャリア形成につながらず、不満を醸成する原因

となり、奨学金の返還、システムからの脱退を招く

恐れがあるように思える。また、大学講座に入局し

た医師や、極めて専門性の高い診療科を選択した医

師の配置、３年目の研修病院に私的中核病院が入っ

ていない問題（札幌、旭川を除く地域で、私的病院

が地域医療の中核となっているところもある）、女性

医師への支援等々、実にさまざまな問題が検討不足

のまま放置され、学生達にも不安を与えてきたよう

に思える。今年７名の奨学金貸与地域枠医師が誕

生、1.5年後には初期研修を終えることから、きちん

と検討した規定を早急に再構築する必要がある。

奨学金を貸与されたり、地域勤務を条件として入

学を許可されたのだから、一般枠との間に差が生じ

るのは止むを得ないと考える見方もあることは承知

しているが、地域枠制度の維持、本来の目的達成の

ためには、こうした課題をオール北海道で協議し、

フレキシビリティーをもって検討、改善していく必

要があると考える。そのための委員会の設置であ

り、協議であると考えているので、ご理解をいただ

き、今後の推移を注目していただきたい。

委員会での協議は現在進行中であり、結論が得ら

れている状況でもなく、内容を公表できる性質、立

場でもないため、以下に検討項目の大略を記して理

解を仰ぎたい。

検討項目

１．地域枠医師のキャリア形成について

１）診療科の選択、大学講座への所属について

・診療科選択、入局、大学院入学問題

・入局者、非入局者への対応、管理

・大学との調整

２）専門医・学位の取得

・基本的に９年の間に基本領域の専門医を取得

する仕組み

・専門医研修プログラム群対応

３）地域研修、勤務期間における教育、診療体制

・研修、教育体制、医師不足の評価

・地域の中核病院と中小病院の相互支援、連携

体制

・専門性の高い診療科の扱い、診療科の特性

・研修病院、地域勤務病院の見直し、私的医療

機関の扱い

（特に３－５年目、条例の制約、改正問題）

・大学からの派遣との関係、大学系列病院間の

相互支援体制・病院間ローテーション

・地域医療再編時対応

２．具体的な配置先決定システムの構築

１）配置先医療機関の決定、地域枠医師の希望、

所属大学医局の意向

医師への対象病院の情報提供

２）マッチング方式の検討

・ポイント制によるマッチング形式

・教育度、地域支援貢献度、医師不足度

・研修、勤務内容の評価、基本的臨床能力評価

試験等

・運用方法

３）自治医科大学生との関係

３．その他

１）女性医師への支援、配慮

２）総合診療医の育成

３）公衆衛生分野等の選択

４）地域枠学生・医師への具体的情報の提示、協

議
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４．おわりに

地域枠制度の安定的な運営なくしては、道内の医

師不足、地域医療の崩壊を食い止める有効な手段は

乏しい。地域枠の中には道から奨学金を貸与され、

道がさまざまな調整を行って研修・派遣システムを

運営する方式と、奨学金に縛られず、大学が独自の

指導方式にのっとり道内医療に取り組む２つの方法

がある。いずれも多くの課題を抱えているわけであ

るが、オール北海道で協力し合っていかなければ、

明るい光は見えてこない。また、現在の地域枠数を

合わせても、道内医療機関から要望されている必要

医師数には遠く及ばず、一般枠医師の道内定着を促

進することも忘れてはならない。そのためには、魅

力ある病院、優れた研修プログラムやキャリアアッ

プシステムの構築、さらには国による法的、政策的

誘導なども必要であろうと思われる。

本検討委員会が、少しでも道内医療に貢献するも

のとなるよう努力を重ねたい。
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第54回北海道医家邦楽大会
第59回札幌市医師会邦楽大会

平成26年度の標記邦楽大会を、下記のとおり開催いたしますので、

会員、ご家族、職員の皆様方、多数のご参加をお待ち申し上げます。

札幌市医師会邦楽クラブ

会長 秋 野 公 孝

記

日 時 平成26年10月19日(日）

午後１時開場、１時半開演

大会終了後、懇親会を行います。

場 所 川甚本店

札幌市中央区南７条西３丁目

ジャスマックプラザホテル西隣

Tel.011-511-3234

参加資格 北海道医師会会員

札幌市医師会会員

家族、職員

会 費 参加費 無料

懇親会費 6,000円(懇親会参加の方）

＊出演されない方もご自由にご参加ください。

出演種目 邦楽一般

小唄、長唄、箏曲、民謡、舞踊、尺八、和太

鼓、能、狂言など、何でも結構です。奮っ

てご参加をお待ちいたします。

申し込み 出演ご希望の方は、氏名、出演種目、曲

目、助演者名、演奏時間（１曲10分まで）

および懇親会参加の有無をご記入の上、

下記宛にお申し込みください。

申込み期限 平成26年10月10日（金）

申込み先 〒063-0006

札幌市西区山の手６条９丁目１－１

医療法人札幌山の上病院

医局 竹井秀敏 宛

Tel.011-621-1200 Fax.011-621-3577

知
ら

お せ


